ミャンマー第二の都市・マンダレーにおける198 8年以降の経済自由化に伴う都市開発と空間構造の変容 by Tin Moe Lwin
Urban development and spatial structural
changes after the1988 economic
liberalizationin Mandalay, Myanmar's second
larges t city






学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件
研 究科 , 専 攻
学 位 論 文 題 目
論 文 審 査 委 員
ティン モー ルイン
TinMoeLwin
博 士 (理 学)
理 博 第 2589号








































































































































- 6 5 -
論文審査の結果の要旨
TinMoeLwin提出の論文は, ミャンマー第二の都市,マンダレイにおける1988年の経済自由化政策実
施以降に見られた都市成長を,バンコク,ジャカルタなどにおけるFDIにけん引された新しい都市成長
モデルと対比しつつ検討したものである｡
ミャンマーの都市化水準はタイと同程度であるが,首位都市の卓越性が際立って高いタイに比べると,
第二の都市,マンダレイの存在によってヤンゴンの卓越性は相対的に低い｡1988年の経済自由化に対応 し
て, ミャンマーにおいてもFDIが急増するとともに,ヤンゴン,マンダレイの二大都市は経済成長のけ
ん引役として大規模な郊外開発を推進した｡ しかし,その実態は,FDIにけん引された大規模な工業団
地と住宅団地などの建設に特徴づけられるバンコクやジャカルタのメガシティ地域の形成とは性格を異に
していた｡
確かにミャンマーにおけるFDIは急増 したものの,その絶対量はタイおよびインドネシアに比べると
小さく,しかも工業部門への投資額は小規模であり,工業化による新中間層の大幅な増加は見られない｡
この点は,1990年代にマンダレイ市域に編入された新タウンシップに居住する住民の社会経済的属性に関
するアンケート調査により検証された｡当該地区の住民の大半は旧市街地からの転入者からなり,農村部
からの流入者は少なかった｡しかも,住民の多くはインフォーマルセクターに分類される零細な自営業者
が最も多く,フォーマル部門従事者に分類される公務員および企業職員は少なかった｡
こうした特徴は新中間層の増大に特徴づけられるバンコク,ジャカルタなどの1980年代後半以降の都市
化とは大きく異なる点である｡一方,都心部では,経済自由化後登場した新しいICT産業の立地と急成
長にみられるように,経済自由化に伴った商業およびサービス産業の拡大が都心部の拡大を促 した｡ただ
し,バンコクやジャカルタに見られた企業の管理機能の集積を反映したオフィスビルの増大は見られない｡
したがって,経済自由化後のマンダレイの都市成長は,バンコクなどで確認されたFDIにけん引された
工業化と新中間層の増大に特徴づけられる都市発展モデルの段階よりは,依然として過剰都市化の段階に
あると結論づけられている｡
以上のように,TinMoeLwin提出の論文は,1990年代以降展開されてきた東南アジアの都市化研究に
地域の多様性に対する認識を求める知見を提示したものになっている.しかも,研究蓄積および統計デー
タの少ないミャンマーの都市化研究の現状を考えると,彼がフィールドワークによって得たデータは貴重
である｡それらの点で,彼の論文は今後の東南アジアの都市化研究に貢献するところは大きく,高く評価
できる｡このことは著者が自立 して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示して
いる｡ したがって,TinMoeLwin提出の論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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